
教
材
の
ね
ら
い

1
選
定
の
理
由

　

現
存
す
る
最
古
の
歌
集
で
あ
る
「
万
葉
集
」、
最
初
の
勅
撰
和
歌
集
で
あ

る
「
古
今
和
歌
集
」、
古
典
和
歌
の
集
大
成
と
も
言
え
る
「
新
古
今
和
歌
集
」

と
い
っ
た
三
大
歌
集
に
加
え
て
「
後
拾
遺
和
歌
集
」
の
代
表
的
な
和
歌
を
読

み
解
き
、
鑑
賞
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
古
典
文
法
は
も
と
よ
り
和
歌
の
修
辞

や
和
歌
史
の
流
れ
を
つ
か
み
取
れ
る
よ
う
に
採
録
・
配
置
し
た
。
最
終
的
に

は
各
生
徒
独
自
の
「
読
み
」（
解
釈
・
鑑
賞
）
を
引
き
出
す
こ
と
を
目
指
し

た
い
。
数
多
の
表
現
形
式
に
お
い
て
、
な
ぜ
和
歌
と
い
う
形
態
が
日
本
人
に

長
く
愛
さ
れ
て
き
た
の
か
、
和
歌
と
は
何
か
、
と
い
う
命
題
に
ま
で
到
達
で

き
る
と
よ
り
望
ま
し
い
。

　

和
歌
は
、
古
人
の
心
が
凝
縮
さ
れ
た
も
の
で
、
し
か
も
一
首
で
一
つ
の
自

立
し
た
文
章
と
な
っ
て
い
る
。
一
つ
の
和
歌
ご
と
に
、
修
辞
や
文
法
な
ど
の

ポ
イ
ン
ト
を
示
し
や
す
く
、
生
徒
の
意
欲
を
集
中
さ
せ
や
す
い
教
材
で
あ
る
。

三
十
一
文
字
の
中
に
、
古
人
が
紡
ぎ
だ
し
た
心
情
や
情
景
が
い
か
に
込
め
ら

れ
て
い
る
か
一
首
ず
つ
丁
寧
に
味
読
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
和
歌
の
独
自
性
と
和

歌
全
体
の
共
通
点
、
と
い
っ
た
比
較
す
る
視
点
を
も
っ
て
単
元
の
ま
と
め
に

臨
み
た
い
。

　

日
本
的
な
心
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
和
歌
を
通
じ
て
日
本
に
対
す
る
認
識
を

深
め
、
古
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
も
の
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
て
た
い
。

2
指
導
の
ね
ら
い

　

音
読
を
中
心
と
し
て
和
歌
の
調
べ
の
柔
ら
か
な
美
し
さ
を
味
わ
わ
せ
、

「
万
葉
集
」
の
上
代
の
素
直
な
詩
情
、「
古
今
和
歌
集
」
の
王
朝
和
歌
の
優
美

さ
、「
後
拾
遺
和
歌
集
」
の
抒
情
性
、「
新
古
今
和
歌
集
」
の
中
世
和
歌
の
無

常
観
に
彩
ら
れ
た
繊
細
さ
を
読
み
取
ら
せ
、
そ
こ
に
貫
流
す
る
日
本
的
な
精

神
を
意
識
さ
せ
る
。
教
師
に
よ
る
（
当
時
の
披
講
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
）

範
読
、
あ
る
い
は
聴
覚
教
材
な
ど
を
適
宜
用
い
て
古
典
和
歌
の
音
読
と
そ
の

意
義
を
併
せ
て
学
ば
せ
る
。

　

古
典
文
法
（
助
動
詞
・
助
詞
・
係
り
結
び
な
ど
の
用
法)

・
重
要
古
語
を

再
度
確
認
さ
せ
、
知
識
の
定
着
を
図
ら
せ
る
。
そ
の
際
、
無
味
乾
燥
な
知
識

の
伝
達
に
終
始
せ
ぬ
よ
う
、
古
語
の
お
も
し
ろ
さ
（
語
源
・
原
義
・
同
根
の

語
・
現
代
語
と
の
関
係
な
ど
）
に
触
れ
さ
せ
、
言
語
感
覚
を
磨
く
機
縁
と
す

る
。

　

和
歌
を
読
む
う
え
で
の
基
礎
知
識
（
長
歌
と
反
歌
の
関
係
・
本
歌
取
り
な

ど
）
や
和
歌
独
特
の
修
辞
（
枕
詞
・
序
詞
・
掛
詞
・
縁
語
・
見
立
て
な
ど
）、

そ
の
効
果
を
学
ば
せ
る
。

　

現
代
語
訳
を
さ
せ
る
際
、
詠
歌
状
況
や
修
辞
に
留
意
し
な
が
ら
、
詠
ま
れ

た
情
景
、
作
者
の
心
情
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
訳
出
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

そ
の
際
、
生
徒
の
自
由
な
感
性
を
引
き
出
せ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
読
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和
歌



み
」
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
和
歌
を
「
読
む
」
こ
と
の
お
も
し

ろ
さ
を
感
じ
さ
せ
た
い
。

　

作
品
を
適
宜
選
択
さ
せ
、
書
写
し
、
自
分
な
り
の
訳
出
を
付
さ
せ
る
。
現

代
語
訳
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
者
の
言
葉
を
自
分
の
言
葉
で
言
い
換
え

る
表
現
力
や
抽
象
語
の
中
身
を
考
え
る
力
を
養
う
。
言
葉
へ
の
意
識
を
高
め
、

古
人
の
言
葉
を
追
体
験
す
る
と
い
う
精
神
を
培
う
。

　

歌
の
心
性
は
そ
の
詠
ま
れ
た
時
代
の
空
気
と
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
。
導

入
時
、
あ
る
い
は
随
時
、
歴
史
的
な
説
明
を
混
ぜ
、「
時
代
と
歌
」
な
ど
広

が
り
の
あ
る
授
業
展
開
が
望
ま
し
い
。
現
代
歌
人
の
歌
の
紹
介
や
、
生
徒
自

身
に
歌
を
詠
ま
せ
る
指
導
法
も
有
効
で
あ
ろ
う
。

3
評
価
規
準

⑴
言
葉
に
は
、
文
化
の
継
承
、
発
展
、
創
造
を
支
え
る
働
き
が
あ
る
こ
と

を
理
解
し
て
い
る
。〔
知
・
技
〕（
1
）
ア

⑵
我
が
国
の
言
語
文
化
に
特
徴
的
な
語
句
の
量
を
増
し
、
そ
れ
ら
の
文
化

的
背
景
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い
る
。

〔
知
・
技
〕（
1
）
ウ

⑶
本
歌
取
り
や
見
立
て
な
ど
の
表
現
の
技
法
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
理
解

し
て
い
る
。〔
知
・
技
〕（
1
）
オ

⑷
古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
作
品
の
歴
史
的
・
文
化
的
背
景
な
ど

を
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。〔
知
・
技
〕（
2
）
イ

⑸
古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
古
典
を
読
む
た
め
に
必
要
な
文
語
の

き
ま
り
や
、
古
典
特
有
の
表
現
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認

す
る
。〔
知
・
技
〕（
2
）
ウ

⑹
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や

1

展
開
な
ど
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
て
い
る
。
〔
思
・
判
・

表
〕
Ｂ
（　

）
ア

1
⑺
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
作
品
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
、
感
じ

方
、
考
え
方
を
捉
え
、
内
容
を
解
釈
し
て
い
る
。
〔
思
・
判
・
表
〕
Ｂ

（　

）
イ

⑻
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
文
章
の
構
成
、
表
現
の
仕
方
、
表
現
の
特

色
に
つ
い
て
評
価
し
て
い
る
。〔
思
・
判
・
表
〕
Ｂ
（
1
）
ウ

1

⑼
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
作
品
の
成
立
し
た
背
景
や
他
の
作
品
な
ど

と
の
関
係
を
踏
ま
え
、
内
容
の
解
釈
を
深
め
て
い
る
。
〔
思
・
判
・
表
〕

Ｂ
（　

）
エ

⑽
進
ん
で
和
歌
の
代
表
的
作
品
を
読
み
味
わ
い
、
各
歌
の
季
節
と
テ
ー
マ

を
考
え
、
学
習
課
題
に
沿
っ
て
、
和
歌
の
特
徴
的
な
表
現
技
法
に
つ
い
て

理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
。〔
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
〕

�
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構
成
、




